
 

 

 

 

 

 

 

 

①「防災リーダー合同研修」は、各地域での防災活動のノウハウを共有することで、自身の地域に

持ち帰って実践につなげるためのものです。 
 

②北九州市の防災を牽引するファシリテーターと 15 名の防災スペシャリストによるシンポジウム

形式！各テーマに分かれた３会場で同時進行して行います。 

 

報道機関各位 

令和８年１月９日 

北九州市消防局 

“防災とボランティアの日”に、実践ノウハウが集結！ 
 

防災リーダー合同研修を行います！ 

【問い合わせ先】 

消防局予防課 入門
いりかど

・澤田 

電話：０９３－５８２－３８３６ 

 

平成７年１月１７日に発生した阪神・淡路大震災から今年で３１年となります。 

「防災とボランティアの日」でもあるこの日に、令和２年度から毎年開催している 

「防災リーダー合同研修」を規模も対象も拡大して開催します！「自分たちのまち

を守りたい！」という熱い気持ちがあれば、誰でも参加可能です。 

 
【日時】令和８年１月１７日（土）１４：００～１６：００ 

【場所】ＡＩМ３階（小倉北区浅野三丁目８―１） 

 

 

【主催】北九州市消防局・北九州市市民防災会総連合会 

市民防災会とは・・・ 

「阪神・淡路大震災」を契機に防火・防災活動を一体的に推進する組織である「市民防災会」 

として、平成９年７月に発足しました。「向こう三軒両隣り、みんなで気配り助け合い」を 

スローガンに、市民の防火・防災思想の普及と高揚を図り、地域ぐるみの自主防災体制の 

確立に向かって活動を行っています。 

１月１７日 


